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一 般 質 問
　

東
海
地
震
・
東
南
海
地

震
の
海
溝
型
地
震
の
他
に

活
断
層
に
よ
る
内
陸
型
地

震
な
ど
大
規
模
地
震
が
予

想
さ
れ
る
。
町
は
東
南

海
・
南
海
地
震
の
対
策
推

進
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
対
策
を
聞
き
た
い
。

①
防
災
計
画
の
進
み
具
合

②
備
蓄
品

③
避
難
所
の
体
制

④
自
主
防
災
組
織
の
災
害

復
旧
用
品
の
注
文
リ
ス
ト

⑤
災
害
時
の
要
援
護
者
対

応⑥
住
民
へ
の
啓
蒙

倉地幸子 議員
 
町　

長 

①
過
去
２
回
、
地
域
防
災

会
議
で
大
地
震
へ
の
対
策

や
防
災
全
体
計
画
の
協
議

を
行
っ
た
。

②
町
内
７
ヶ
所
の
防
災
備

蓄
倉
庫
に
ア
ル
フ
ァ
米
約

８
千
食
、
乾
パ
ン
約
２
千

食
、
保
存
水
約
２
万
渥
。

最
大
避
難
者
数
の
１
日
分

　

今
後
５
年
間
で
全
国
の

小
学
生
に
農
山
漁
村
で
の

長
期
の
宿
泊
体
験
活
動
を

通
し
て
教
育
活
動
を
展
開

す
る
と
文
科
省
・
総
務
省
・

農
林
水
産
省
が
発
表
。
お

茶
や
梅
な
ど
池
田
の
特
色

あ
る
農
産
物
や
自
然
豊
か

な
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
上
で
も

チ
ャ
ン
ス
だ
。
若
い
職
員

が
活
躍
す
る
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

 
町　

長 

　

豊
か
な
自
然
も
研
修
施

設
も
あ
る
。
町
が
農
業
で

も
元
気
に
な
り
、
子
供
達

の
育
成
に
貢
献
で
き
る
よ

う
施
策
を
進
め
た
い
。

大
地
震
に
備
え
て

　

防
災
対
策
の
徹
底
を
！

自
主
防
災
組
織
を
機
能
さ
せ
た
い

最
低
で
も
３
日
間
の
食
糧
は
自
分
で
確
保
を
！

子供農山漁村交流プロジェクトを
　  地域振興に生かしては？
町が農業で元気になり
教育に貢献できるのはよいことだ

を
確
保
。
毛
布
・
青
シ
ー

ト
・
担
架
・
仮
設
ト
イ
レ
・

ジ
ャ
ッ
キ
・
浄
水
器
も
。

③
第
一
次
避
難
所
・
町
内

　

ヶ
所
の
公
共
施
設
が
避

１５難
所
。

④
県
想
定
の
備
蓄
モ
デ
ル

品
に
よ
り
上
限　

万
円
。

２０

３
分
の
２
を
町
が
補
助
。

防
災
倉
庫
も
導
入
。

⑤
民
生
児
童
・
福
祉
委
員

が
毎
年
、
要
援
護
者
を
把

握
。
災
害
マ
ッ
プ
は
県
内

６
市
町
村
し
か
な
い
状
況

で
当
町
は
い
ち
早
く
対
応
。

⑥
自
主
防
災
組
織
の
充
実
。

安
心
見
守
り
隊
に
よ
る
平

常
時
の
見
守
り
、
災
害
時

の
活
動
を
お
願
い
す
る
。

　

老
人
・
乳
幼
児
な
ど
災

害
弱
者
の
備
蓄
品
の
再
考

を
。
図
上
訓
練
・
地
震
の

講
演
会
な
ど
啓
蒙
活
動
も

必
要
。

　 
町　

長 

　

今
後
は
具
体
的
に
進
め

た
い
。

　
（
※
詳
細
は
議
事
録
を
）

阪神・淡路大震災による室内の状況

防災倉庫


